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絵本よるごと博物館と鬼没の利活用
-はかり脊料僚艦張整備によせて-

はかり資料館

はじめに

近年､日本の各地で｢博物館を拠点としたまち

づくり｣､ ｢博物館を中心としたまちおこし｣など､

博物館の可能性への関心がとみに高まっています｡

｢松本まるごと博物館構想｣を持つ松本市も例外

ではありません｡平成22年4月24日に開催した､

学都松本･博物館｢勧館楽学｣対談の第1回のテー
マが｢博物館は都市に似ている-博物館とまち

づくり-｣であったのは市民が博物館へ寄せる

関心の高さをあらわしているように感じます｡

本稿では､はかり資料館に移築された｢旧三松

屋蔵座敷｣の公開にあわせて､ ｢松本まるごと博

物館構想｣を進める立場から､はかり資料館と

中町について論じるとともに､ ｢あらたな松本ら

しさ｣の創出を考える上での-資料を提供して

みます｡

はかり資料館の歩み

Il中町の歩み

松本城下町は､親町三町･枝町十町･二十四小

路から成り立っていました｡江戸時代の中町は

親町三町の一つで､呉服､塩､肴などの問屋や､

造り酒屋が軒を連ねていました｡往時の賑わいは､

他の親町や名所とともに『善光寺道名所図会』

にも紹介されています｡しかしながら､現在の

中町は名所図会に紹介された往時の姿ではあり

ません｡明治期の大火により町屋の多くを焼失

したからです｡この大火のおりに焼失を免れた

建物の多くは土蔵造りの建物でした｡大火以後

の中町では耐火性の高い土蔵造りが注目され､

多くの土蔵が造られました｡古き松本の雰囲気
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を漂わせ､松本を訪れる人々の足を止める中町の

景観はこのように形成され､多くの地域の人々

に支えられて現在に至っています｡

ロはかり資料館の歩み
はかり資料館は､中町通りのほぼ中央に位置し､

国内外の｢度｣ ｢量｣ ｢衡｣に関する資料約700点

を収蔵･展示する博物館附属施設です｡はかり資

料館は､扱う資料にふさわしく､明治35年創業､

往時は中南信地方の度量衝器の需要を一手に引き

受けていた｢竹内度量衡店｣の建物を改修し平成

元年(1989)に開館しました｡

はかり資料館では､かねてより来館者の探究心

を刺激し､理解力を深め､実用的知識を蓄積する

ことを目的にハンズオン展示(資料を手にとって

学ぶことができる展示)を展開しています｡また､

この活動を発展させることで｢展示から感動を生む｣､

マインドオンを目指しています｡

新しい考え方の展示を積極的に取り入れてきた

はかり資料館ですが､バリアフリーがかねてから

の課題でした｡そこで､この度｢旧三松屋蔵座敷｣

がはかり資料館の敷地内に移築されることとあわせ､

全面改修を平成21年(2009)から進め､平成22年

4月にリニューアルオープンしました｡

旧三松屋蔵座敷とは

Il歩み

｢旧三松屋蔵座敷｣は､明治31年発行の｢松本

繁昌記｣に紹介される老舗の材木問屋｢三松屋｣

の蔵です｡かつて家人が｢西蔵｣と呼んだこの蔵を､

7代目当主である三原彰氏より松本市が譲り受け､

蔵の町･中町に移築し､博物館施設｢旧三松屋蔵

座敷｣として公開することになりました｡

旧三松屋蔵座敷
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1階　日本間

fl建物の特徴

建物を設計･施

工したのは大工棟

梁の立石清重(1829
-1894)です｡彼

は､旧開智学校や

旧松本裁判所､長

野師範学校松本支

校などの大建築も

施工しています｡

旧三松屋蔵座敷に

はこれらの建物に

共通する点をいく
つも見ることがで

きます｡一般に

｢蔵｣と言えば和風

の建物の代名詞と

してイメージされ

ます｡しかし､こ

の建物はとてもモ

ダンな雰囲気を持っ

ています｡例えば､

蔵造りの堅牢な作
2階洋間　りの中にゆるい曲

線を使ったデザインは､ヨーロッパのアールヌーボー

建築様式を代表するものです｡

また､建物に入ると1階が日本間､ 2階が洋間と

なっているつくりに驚きます｡特に､ 2階の洋間に

は応接セットが置かれ､この建物が大事なお客様

をもてなすために建てられたことを想像させます｡

さらに､玄関入口の木彫レリーフや､当時として

は珍しいガラスを使っ

た窓など､細かな技巧

がちりばめられている

内装となっています｡

ランプ吊り天井に描かれた

モダンな唐草模様

ケヤ辛の重厚な額縁窓

建物の特徴は以上のとおりです｡次に建物の活

用についてです｡

1階の日本間を使ったお茶会の開催や､展示会･

実演会も計画しています｡また､ 2階洋間を使った､

対談会の実施や体験学習などを開催することによっ

て､情報発信の拠点とすることを考えています｡

おわUに
-まちづくりに貢献する博物館一

中町に生まれ育った松本民芸館創設者丸山太郎

はその著書『松本そだち』 (昭和51年)で｢わた

しの創造する中町｣という文章を記しています｡

ここには､土蔵造りの商家を活かしたまちづくり

について述べられています｡ ｢黒い瓦の屋根が一

番多く残っているのは､現在では中町の通りを置

いて他にないであろう｣ ｢中町の通りが魅力ある

街造りをしたら､必ず旅の人びとは中町に足を運

ぶに違いない｡そして絵本の中町へ来てよかった

と思うに違いない｣と､中町の将来を見すえてい

ます｡丸山が愛してやまなかった中町は､今､

丸山の創造通りに魅力的なまちになり､人びとが

集う空間になっています｡

そんな中町に20年前にオープンし､このたびリ

ニューアルしたはかり資料館｡今後も中町のまち

づくりに貢献できるように様ざまな活動を展開し

てゆきます｡

ご存知のとおり､松本まるごと博物館構想は市

全域を活動範囲として展開しています｡この構想

は松本市立博物館を中核施設に､博物館群が地域

に貢献する施設として､それぞれの役割を発揮し

て活動するもので､全国の博物館関係者からも注

目されています｡そのなかで､はかり資料館は､

先ずは①博物館として市民の｢蔵｣として資料の

保存･活用をベースに情報を発信し､ ②中町及び

中心市街地のイメージアップ､ ③周辺文化財･

商店街などとタイアップした地域振興･観光振興､

などを実践しています｡これらの活動を通して

中町や中心市街地のまちづくりにいささかでも

貢献できればと考えています｡

(事業担当係)
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松本市立博物館
年始のお楽しみと言えば､やっぱり福袋!博物

館では1月3日から福袋を販売します｡絵はがき

や縁起のいい桝などのオリジナルグッズに加え､

健康をテーマにした人気商品を福袋に詰め込みま

した｡稔額3,000円以上の商品を2,000円(税込)

でご用意します｡また､毎年恒例となった｢宝船

と七福神｣をモチーフにした｢あめ市ピンバッチ｣

も販売します｡

どちらも数に限りがありますので､新春はぜひ

博物館へおこしください｡

-し/＼　　J

七福神ピンパッチ
価格600円(税込)

2011年博物館福袋
価格2,000円(税込)

山と自然博物館デーラボッチグッズ
山と自然博物館内には館の隣にある池に伝わる

巨人デーラボッチの言い伝えにちなんで作られた

高さ2.2mのデーラボッチの像があります｡この

像は子ども達に人気で､関連商品を販売してい

ます｡これらは当館並びに粉本市立博物館でしか

買えないグッズですので､ご来館の折にはぜひ

記念にお買い求めください｡

ぬいぐるみ(23cm)

価格580円(税込)

ミニタオル(20cm)　　根付(フルー･ピンク)

価格400円(税込)　　　価格300円(税込)

はんてんぼく

歴史の里から
たかばた

高機で裂き織り体験

℡0263-47-451 5

日　時1月27日(木)/2月5日(土)/3月5日(土)

午前10時～正午/午後1時～3時

定　員　午前､午後とも各6名

体験科1,000円(18cmX22cmの布を織ります)

持ち物　はさみ､裂き織りにしてみたい布(お持ちでしたら)

申　込　3日前までに歴史の里へ

時計博物館から　　　　　　　　℡0263-36-0969

あめ市歴史展示
企画展｢松本のあめ市～飴屋とあめ市～｣

松本あめ市について､あめの販売と祭りの変遷をご紹介
します｡

会　期1月6日(木)～2月6日(日)

会　場　於本市時計博物館　3階企画展示室

観覧料　企画展は無料(常設展は有料)

山窪田空壇記念館からー

空穂生家百人一首教室

日　時1月15日(土)

午前10時～12時

講　師　寺沢尚武氏

観覧料　窪田空穂生家
受講料　無　料

申　込　実施当日まで

あとがき

冬季文化講座｢冬日ざし｣

期日 俎X蹌�内容 

2月5E](出 ��8ﾏ8ﾔyEh����+ynﾈﾊy%ｨｯｩ�Xｧxｧy+r��窪田空穂と島崎藤村 

2月12日(土) �(i�ｨﾔx����?ｩgｸﾆ���dﾙ6ﾘ��tb��お稲荷さまの話-帰化人と日本人 

2月19日比) �8��韋��空穂も聴いた!? 
(ギター.ウクレレ奏者) ��ピrﾓ�田x,ﾈ尨ｧ�/�4ﾘ5��ｲ�4X4�8ﾈ8ﾈ,R�

2月26日吐) ��H蝿ﾔ�&ｨ���育9j�5�488�5ごｩ�$���｢熊井啓への旅｣連載こぼれ話 

3月5日吐) 亊ｸ�(ﾈ��胤ﾉgｸ�8�(,h齷�)WIZ�5�+r��農耕文化が育んだ里山の自然 

ものの本によれば､ ｢新鮮な経験｣が多いほど､時間の経過は長く感じるのだ

そうです｡

博物館では､これまでに引き続き2011年も､来館者の知的好奇心を浦足させる

活動をしていきます｡時間の経過を｢長く｣感じてもらえるよう｡　　　　(K.Ⅰ)
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℡0263-48-3440

時　問　午後1時30分～3時

資料代　各回100円

定　員　50人

会　場　窪田空穂生家

申　込　窪田空穂記念館まで
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